
◎各ご家庭に配布しております。１部ずつお取り下さい。 次号『まちかど』は、４月１９日(金)発行の予定です。

当町会は２月１６日（土）、品川区主催の「環境講演会・しながわ環境大

賞授賞式」で、環境大賞を受賞しました。

環境に向けての当町会の活動内容は、平成１７年より、毎年、梅雨時と夏

季の２回行なう、“蚊や害虫駆除活動”です。当初は消毒を行っていました

が、３年前に、国の指導で消毒が出来なくなり、何とか町会員の役に立ちた

いとの一念で、区の保健所と連携し｢害虫駆除パトロール｣として続行してい

ます。

最初は植木鉢の受け皿、古タイヤなどの水たまりの点検除去、一昨年には

私道の雨水枡６０ヶ所に網掛けをしボーフラの発生予防に努めてきました。

また昨年は網の点検修理と公道雨水枡７ヶ所のボーフラの発生点検を実施し

ました。その努力が実を結び、町会員が本活動への自助努力と一層の協力体

制が芽生えてきました。

そして町会に対する信頼感、安心感が増し、様々な要望が寄せられるよう

になりました。例えば、①永年放置され悪臭のゴミ捨て場と化した空地のゴ

ミ撤去、②暗い私道への街灯設置、③私道の舗装化、④区立児童公園の照度

アップと剪定、⑤ネズミの駆除、ハ

チの巣の駆除、猫の死骸除去など、

町内の「生活環境改善」をいずれも

区の担当部署と連携し対処しました。

このように本活動が“町会員が安

全で安心して暮らせ、地域の絆を深

め、温かい街づくりを築く”一助に

なっているものと自負し、今後も継

続してゆく所存です。

（保健衛生部長 大高 一浩）

桜の花より先に開花するサクランボ。開花から果実の成熟

の期間が早く、今年もつぼみがたくさん付きました。開花の

ころ、寒くなければ薄ピンク色に咲きます。甘い香りに誘わ

れて、どこからともなく蜜蜂が飛んできて受粉すると間もな

く青い実が付き、赤く大きくなっていく様子は可憐なもので

す。

１０年位前に、叔母が大事にしていた盆栽のサクランボを

大きな鉢に植え替えをしました。数年後には、花がたくさん

咲き、実も２００個ほど成りました。今では１５０ｃｍほど

の背丈になり、大きくしないように、根が地下に行かないよ

うに、枝もはらい、大切

に育てています。毎年３

月初旬には花が咲き、５

月初めには防鳥ネットを

被せます。５月連休の頃

に近所の小さい子ども達

がサクランボ狩りを楽し

みにしています。

(広報委員 山内 静子）
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荏原四丁目町会

サクランボ

荏
原
第
六
中
学
校(

小
山
５
‐
20
‐

19)

で
は
、
か
ね
て
よ
り
校
舎
の
改
築

工
事
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
約
３
年

間
の
工
期
を
終
え
て
新
校
舎
が
完
成
し
、

３
月
２
日(

土)

に
盛
大
に
落
成
記
念
式

典
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
佐
藤
校
長
の
式
辞
、
濱
野
区

長
ら
の
祝
辞
、
ま
た
全
校
生
を
代
表
し

て
生
徒
会
代
表
よ
り
落
成
式
に
よ
せ
て

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

お
話
を
伺
っ
て
い
る
う
ち
に
、
改
築

工
事
期
間
中
、
在
校
生
だ
け
で
な
く
卒

業
生
、
さ
ら
に
工
事
に
携
わ
っ
た
人
た

ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
詰
っ
た
新
校

舎
で
あ
る
こ
と
を
深
く
感
じ
ま
し
た
。

区
主
催
「
環
境
講
演
会
・
し
な
が
わ

環
境
大
賞
授
賞
式
」
が
２
月
16
日(

土)

き
ゅ
り
あ
ん
小
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
、

荏
原
第
一
管
内
で
は
、
荏
原
四
丁
目
町

会
が
環
境
大
賞
、
荏
原
第
六
中
学
校
が

環
境
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
賞
は
、
優
れ
た
環
境
活
動
を

行
な
っ
て
い
る
団
体
や
個
人
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。

活
動
内
容
は
、
荏
原
四
丁
目
町
会
に

つ
い
て
は
、
下
記
「
町
会
紹
介
」
欄
に

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

荏
原
六
中
は
、
生
徒
会
有
志
を
中
心

に
構
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
六
中
」
が
、

毎
週
継
続
し
て
、
駅
前
の
清
掃
活
動
や

荏
原
六
中
の
新
校
舎
が
完
成

盛
大
に
落
成
記
念
式
典
を
開
催

老
人
ホ
ー
ム
で
の
ふ
れ
あ
い
、
募
金
活
動
な
ど
、

日
頃
か
ら
の
幅
広
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
称

え
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

荏
原
第
一
地
区
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
主

催
に
よ
る
大
好
評
企
画
、
「
第
３
回
富
士
の
ふ

も
と
で
親
子
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ボ
ー
＆
そ
り
遊
び
」

が
２
月
23
日(

土)

、
静
岡
県
裾
野
市
に
あ
る
ス

ノ
ー
タ
ウ
ン
Ｙ
ｅ
ｔ
i
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
親
子
で
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
目
的
で
す
。

当
日
は
、
午
前
７
時
に
武
蔵
小
山
を
出
発
し
、

バ
ス
３
台
を
連
ね
現
地
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

現
地
ま
で
の
バ
ス
内
で
は
、
バ
ス
レ
ク
長
を
中

心
に
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
手
作
り
ゲ
ー
ム
な
ど

で
、
長
距
離
移
動
を
楽
し
み
ま
し
た
。

到
着
す
る
と
、
１
３
２
名
の
参
加
者
全
員
が

集
合
し
、
実
行
委
員
長
の
司
会
の
も
と
開
会
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
地
区
委
員
会
会
長
、
地

域
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
当
日
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
注
意
事
項
な
ど
の
説
明
が
あ

り
、
そ
れ
か
ら
各
自
着
替
え
、
ス
キ
ー
、
ス
ノ

ボ
ー
、
そ
り
遊
び
を
す
る
人
に
分
か
れ
、
思
い

思
い
に
雪
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ス
ク
ー

ル
が
開
講
さ
れ
、
初
心
者
の
子
ど
も
で
も
挑
戦

で
き
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

帰
り
は
途
中
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
買
い
物

を
兼
ね
た
休
憩

を
挟
み
な
が
ら
、

午
後
７
時
過
ぎ

に
武
蔵
小
山
に

到
着
。
参
加
者

全
員
が
無
事
帰

宅
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

青
少
年
地
区
委
員
会
が
開
催

親
子
で
楽
し
む
雪
遊
び

祝辞を述べる濱野区長

荏
原
六
中
に
は
環
境
賞

荏
原
四
丁
目
町
会
が
環
境
大
賞
を
受
賞


